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パート詠

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

外
へ
転
出
・
居
住
す
る
場
合
は
、
国

民
年
金
へ
の
加
入
義
務
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
資
格
喪
失
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
な
お
、
海
外
に
住
ん
で
い
て
も
日

本
国
籍
の
人
で
あ
れ
ば
、
希
望
に
よ

り
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
転
出
さ
れ
る
と

き
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

怯
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
海
外
か
ら
帰
国
し
た
人
へ

　
海
外
か
ら
帰
国
し
た
と
き
は
、
転

入
さ
れ
る
際
に
、
忘
れ
ず
に
国
民
年

金
の
資
格
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
海
外
在
住
中
に
任
意
加
入

し
て
い
る
人
は
、
種
別
変
更
届
が
必

要
で
す
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
船
橋
年
金
事
務
所
（
緯
0
4
7
―

4
2
4
―
8
8
1
1
）、
国
保
年
金

課
高
齢
者
医
療
年
金
班
（
緯
内
線
2

8
9
・
2
9
9
）。

司
法
書
士
無
料
相
談

　
相
続
・
贈
与
な
ど
の
不
動
産
登
記
、

多
重
債
務
問
題
、
成
年
後
見
・
少
額

訴
訟
、
会
社
設
立
・
役
員
変
更
等
の

災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
の

確
保
に
係
る
地
方
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
平

成
　
～
　
年
度
の
　
年
間
、
個
人
市

26

35

10

民
税
・
県
民
税
の
均
等
割
の
標
準
税

率
に
そ
れ
ぞ
れ
5
0
0
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
増
額
分
は
、
避
難
所
を
は
じ

め
、
防
災
拠
点
や
防
災
設
備
の
整
備

と
い
っ
た
防
災
・
減
災
事
業
の
た
め

の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
市
民
税
課
市
民
税
班
（
緯
内
線
3

2
3
～
3
2
6
）。

国
民
年
金
は
こ
ん
な
と
き
に
も

　
　
　
　
 届
け
出
が
必
要
で
す

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
　
歳
以

20

上
　
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国

60
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
届
け
出
は
、
加
入
す
る
時
だ
け
で

な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た

と
き
に
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
海
外
へ
転
出
・
居
住
す
る

場
合
、
海
外
か
ら
帰
国
し
た
と
き
に

も
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
変
更
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
（
左
表
を
参
照
）。

怯
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
海
外
へ
転
出
す
る
人
へ

　
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

（
自
営
業
の
人
や
学
生
な
ど
）
が
海

相
談

市
民
税
・
県
民
税
の

　
　
　
　
  納
税
通
知
書
を
発
送

　
平
成
　
年
度
市
民
税
・
県
民
税
の

26

納
税
通
知
書
を
6
月
　
日
牙
に
発
送

12

す
る
予
定
で
す
。

　
納
付
書
は
、
納
税
通
知
書
（
冊
子
）

と
は
別
に
、
期
別
ご
と
に
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
納
付
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
第
1
期
の
納
期
限
は
6
月
　
日
俄

30

で
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
会
社
な
ど
に
勤
務
し
て
い

て
、
市
民
税
・
県
民
税
を
給
料
天
引

き
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
勤

務
先
へ
発
送
し
て
い
ま
す
。

※
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防

税
金

そ
の
ほ
か

怯
「
印
西
女
声
合
唱
団
」
団
員

募
集
　
一
緒
に
合
唱
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

見
学
も
大
歓
迎
で
す
。

■時 
毎
週
水
曜
日
・
午
前
　
時
～
午
後

10

　
時
　
分
。

12

30

■場 
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
（
大
森
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
島
田
（
緯
碓46 
2
3
8
6
）、
谷
（
緯

碓36 
7
9
7
8
）。

怯
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
フ
ラ

ワ
ー
・
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

■時 
6
月
　
日
臥
、　
日
臥
・
い
ず
れ

14

28

も
午
後
2
時
　
分
～
。

30

■場 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■費 
3
街
5
0
0
円
（
材
料
費
ほ
か
）。

■他 
持
ち
帰
り
用
袋
、
新
聞
紙
を
持
参
。

■問 
光
（
■携 
0
9
0
―
3
0
8
4
―
5

4
5
4
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

北
側
花
壇
の
花
植
え

■時 
6
月
7
日
臥
・
午
後
1
時
～
。

※
雨
天
時
は
、6
月
　
日
臥
・
1
時
～
。

14

■場 
北
総
線
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央

駅
北
側
花
壇
。

■他 
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手
、
園

芸
用
ス
コ
ッ
プ
（
移
植
こ
て
、
ハ
ン

ド
ス
コ
ッ
プ
な
ど
）
持
参
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
い
ー
ま
ち
会
・
田
中
（
■携 
0

9
0
―
9
3
8
6
―
3
0
4
2
）。

怯
育
児
支
援
講
座「
子
ど
も
の
生

活
リ
ズ
ム
 ・
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
」

■時 
6
月
　
日
我
・
午
前
　
時
　
分
～

11

10

30

正
午
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
会

議
室
（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
安
藤
敬
子
氏
（
保
育
士
、

子
ど
も
の
早
起
き
を
す
す
め
る
会
）。

■対 
育
児
中
の
親
と
そ
の
家
族
。

■費 
無
料
。

■問 
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
・
安
藤
（
緯

碓47 
0
5
1
6
）。

怯
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
体
験

■時 
臼
6
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正

10

午
、
渦
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～

15

10

午
後
2
時
。

■場 
臼
弁
天
池
（
白
井
市
）、
渦
大
神
保

第
二
キ
ャ
ン
プ
場
（
船
橋
市
）。

■対 
臼
3
歳
～
小
学
4
年
生
、渦
小
学
1

年
～
4
年
生
、い
ず
れ
も
保
護
者
同
伴
。

■内 
臼
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
、
渦
牛
乳
パ
ッ

ク
で
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
作
ろ
う
。

■費 
臼
無
料
、
渦
一
人
2
0
0
円
（
参

加
費
）。

■他 
臼
ば
け
つ
、
長
ぐ
つ
な
ど
持
参
、

渦
綿
の
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
着
用
、
1

渥
牛
乳
パ
ッ
ク（
開
い
て
な
い
も
の
）、

軍
手
な
ど
持
参
。

■申 
臼
事
前
に
左
記
へ
、
渦
6
月
　
日
12

牙
ま
で
に
左
記
へ
。

■問 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
印
西
白
井
第
1

団
・
佐
藤
（
■携 
0
9
0
―
9
0
1
5

―
6
7
6
2
、
午
後
6
時
以
降
・
■メール 

in
zaish

iro
i1
@
y
ah
o
o
.co
.j

p

）。
怯
大
正
琴
教
室
（
琴
城
流
）

　
初
め
て
琴
に
触
れ
る
人
、
経
験
の

あ
る
人
、
ち
ょ
っ
と
教
室
を
覗
い
て

み
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
月
第
一
、
第
三
金
曜
日
・
午
後

1
時
～
4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
視
聴
覚
室（
原
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
吉
村
（
緯
碓45 
5
6
5
9
・
■携 
0
9

0
―
2
5
3
4
―
1
5
7
0
）。

怯
花
の
丘
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
タ

■時 
6
月
8
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

3
時
。

■場 
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
（
原
山
）。

■内 
ク
ラ
フ
ト
教
室
、
花
の
丘
コ
ン

サ
ー
ト
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

を
開
催
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
。

■問 
県
立
花
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

（
緯
碓47 
4
0
3
0
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

年
金

胸国民年金の届出一覧胸
持参するもの異動の内容届出が必要なとき

・印鑑
（本人自署の場合は不要）

第1号被保険者と
なります

20歳になったとき
※厚生年金や共済年金
　加入者を除く

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳
・退職日の分かる書類

第2号被保険者から、
第1号被保険者になり
ます（第3号被保険者に
該当する場合は除く）

退職したとき
※厚生年金や共済年金
　加入者の場合

・印鑑
（本人自署の場合は不要）
・年金手帳
・配偶者の退職日の分かる
  書類

第3号被保険者から、
第1号被保険者になり
ます

退職者に扶養されてい
たが、配偶者が厚生年
金、共済年金をやめた
とき

【種別】
煙第1号被保険者…自営業や農業・漁業の人とその配偶者、20 歳以上の学生、
　　　　　　　　　 フリーターの人。
煙第2号被保険者…会社や官公庁にお勤めの人で厚生年金や共済組合に加入
　　　　　　　　　している人。
煙第3号被保険者…第2号被保険者に扶養されている配偶者。

平成26年4月分からの年金額が改定
　国民年金などの額は、物価や賃金
の変動に応じて年度ごとに見直しが
行われます。
　また、平成24年の法律改正では、
世代間の公平を図るため、段階的に
特例水準を解消することとしていま
す。このため、平成26年度の年金
額は0.7％引き下げられ（右表参照）、
改定後の年金は、平成26年6月（4・
5月分）からのお支払いとなります。
　詳しくは、日本年金機構から送付
される「年金額改定通知書」をご覧
ください。
■問 ねんきんダイヤル（緯0570―05
―1165）、国保年金課高齢者医療年
金班（緯内線288）。

胸平成26年度改定後の年金額表胸
年金額（年間）種類

772,800円老齢基礎年金

966,000円障害基礎年金（1級）

772,800円障害基礎年金（2級）

995,200円遺族基礎年金（子1人）

772,800円遺族基礎年金・基本額

222,400円遺族基礎年金・加算額

596,400円特別障害年金（1級）

477,120円特別障害年金（2級）

（注）障害・遺族基礎年金は、お子さん1人
目および2人目は222,400円、３人目以降
は1人あたり74,100円が加算されます。

印
西
市
の
仏
像
（
印
西
地
域
編
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
刊
行

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財
基

礎
調
査
事
業
と
し
て
仏
像
調
査
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び

「
印
西
市
の
仏
像
（
印
西
地
域
編
）」

を
刊
行
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
古
く
か
ら
守
り
続
け
て
き
た

貴
重
な
仏
像
を
写
真
な
ど
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
学
習
資
料
と
し

て
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

胸
価
格
…
1
街
0
0
0
円

胸
購
入
場
所
…
生
涯
学
習
課
文
化
班
、

中
央
公
民
館
、
中
央
駅
前
地
域
交
流

館
、
小
林
公
民
館
、
そ
う
ふ
け
公
民

館
、
印
旛
公
民
館
、
本
埜
公
民
館
、

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
。

※
郵
送
で
の
購
入
も
可
。
希
望
者
は
、

購
入
代
金
と
送
料
分
の
切
手
を
現
金

書
留
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
5
4
5
・
5
4
6
）。

商
業
登
記
な
ど
、
司
法
書
士
業
務
に

関
す
る
無
料
相
談
会
で
す
。

■時 
6
月
　
日
我
・
午
後
6
時
～
8
時
。

11

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

■費 
無
料
。

■申 
予
約
不
要
。

■問 
千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
支
部

長
・
廣
瀬
（
緯
0
4
3
―
4
6
1
―

7
5
4
2
）。

▲表紙は結縁寺のイラスト


